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また、他の研究者間の発表と質疑応答のやり取りも非

常に参考になっている。いろんな方の、発表に対するコ

メントを聞いていると毎回「そういう視点があったのか」

という驚きに包まれる。この点は私の社会学や高等教育

の知識不足にも原因があるかもしれないが、何よりも大

学間の色の違いが出ていると感じる。上記三大学とも広

く言えば高等教育を主な研究対象としているが、大学間

で異なった研究室の特徴があり、それが頂くコメントに

現れている。そのような、いつもと違った視点のコメン

トが発表者の研究をより一層豊かにすると感じている。

そういう意味でも本セミナーで発表することの意義は大

きい。また、いつもとは異なる視点という点では、質疑

応答だけではなく、他の方々のご発表でも同じことが指

摘できる。例えば、京都大学の小川さんの発表では林業

大学校についてご発表されており、普段高等教育論や教

育社会学などではあまり扱われない対象であったため、

非常に新鮮であった。

最後に、自分が質問・コメントすることで得られる学

びについても記しておきたい。普段のゼミとは違い、そ

の場で発表を聴き、それを理解し、建設的な疑問・意見

を繰り出すことは非常に難しいと感じた。特に、研究会

という緊張感あふれる場ということもあり、その場です

ぐにコメントを述べることはなかなか難しい。ただ、こ

の点は日々のゼミ活動などによる経験の積み重ねでもあ

ろう。日々の活動を大切にし、基礎を積み上げた上で、

三大学セミナーでその力を発揮できるよう、研鑽を積ん

でいきたい。

次回の三大学交流セミナー夏の部 於：名古屋大学 は

いよいよ対面での実施である。オンライン以上の活発な

議論を楽しみにすると共に、意義ある時間を作りあげて

いく為にも自らの研究をさらに前進させていきたい。

文責：修士課程 年 陣内未来

年 月 日改訂

『九州大学教育社会学研究集録』投稿規定 

『九州大学教育社会学研究集録』に投稿する論文は、次の規定に従うものとする。 

1. 投稿者は、九州大学教育社会学研究室、教育計画・測定評価論研究室の関係者とする。

ただし、関係者の中に、九州大学教育社会学交流セミナーおよび三大学研究交流セミナ

ー（九州大学、名古屋大学、筑波大学）など、九州大学教育社会学研究室、教育計画・

測定評価論研究室が主催するセミナーの発表者を含むものとする。ただし、投稿は、発

表内容に限るものとする。 

2. 投稿論文の区分は、「研究論文」「研究ノート」「資料」「その他」とする。 

i. 「研究論文」一定の研究成果を取りまとめたもの。 

ii. 「研究ノート」研究の基礎となる成果をとりまとめたもの。 

iii. 「資料」今後の研究に資する情報をとりまとめたもの。 

iv. 「その他」翻訳、書評、教育実践等に関するもの。  

3. 論文は未発表のものに限る。ただし、口頭発表及びその配布資料はこの限りではない。

方法や目的等に関して投稿論文や報告書等で既に発表もしくは発表予定の場合は、そ

のコピー及び本研究集録に投稿する論文との違いを明記した書面を添付すること。 

4. 投稿者や所属機関を推測できる表現は避けること。ただし、採択決定後に情報が必要な

場合は、これを加えることができる。 

5. 論文原稿は横書きとし，以下の点に要領で、ワードプロセッサーで作成すること。必ず，

投稿書式に従って論文を執筆すること。 

(1) 用紙のサイズは、A4 とする。 

(2) 余白は、上下 20 ㎜、左右 15 ㎜とする。 

(3) 文字数は、2 段組で、１行 25 字、40 行とする。 

(4) 本文のフォントは、MS 明朝（和文）10.5 ポイントとする。 

(5) 研究論文，研究ノート，資料，その他の枚数は，原則として 20 頁以内とする。こ

の枚数を超える場合には，投稿前に必ず，編集委員会に相談することが求められる。

相談がない場合の投稿については，リジェクトとする。 

(6) 第 1 ページは、第 1 行目から、タイトル、英文タイトル、氏名の順に記載する。タ

イトルは、3 行目に MS 明朝体 14 ポイントで、英文タイトルは Time New Roman11

ポイントで、中央揃えとする。タイトルから 2 行空けて、氏名を記載する。氏名の

後に 1 行空けて、本文を記載する。 

(7) 本文には、適宜、見出しおよび小見出しをつける。見出しの前後には１行のスペー

スを入れ、小見出しの場合は、前に１行のスペースを入れる。 

(8) 図表は本文中に挿入しておくこと。挿入できない図表については、その図表をコピ

ーしたものを用意するとともに、本文中には挿入すべき箇所を必要分のスペース

を空けて指定しておくこと。ただし、表については、側面に線を引かない形式で表
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を作成すること。 

(9) ＜注＞は本文中の該当箇所に、(1)、(2)と上付きで表記し、本文の末尾にまとめて

記載すること。なお、＜注＞と＜参考文献＞は別に記載すること。 

(10) ＜参考文献＞の記載方法は、以下の通りとする。なお、＜参考文献＞は＜注＞の後

に記載すること。文献は、以下の例に従って、アルファベット順に記載すること。 

Gill Jones and Clara Wallace，1992，“Youth、Family、and Citizenship” ，Open  

University Press.，（＝1996，宮本みちこ監訳『若者はなぜ大人になれないのか：

家族・国家・シティズンシップ』新評論）. 

Fuss, Daniel，1992，"Fashion and the Homospectatorial Look"，Critical Inquiry 18，The 

University of Chicago，pp.713-737. 

Hall, Stuart，1980，"Encoding/Decoding"，in Culture, Media, Language，ed by The Centre 

for Contemporary Cultural Studies University of Birmingham，Routledge，pp.128-138. 

坂本桂鶴恵，2000，「消費社会の政治学」宮島喬編『講座社会学 7 文化』東京大学

出版会，pp.93-12. 

吉本圭一（主査），2001a，『欧州の高等教育と職業に関する各国レポート―「高等

教育と職業に関する国際比較研究」のための資料集―』日本労働研究機構. 

吉本圭一，2001b，「大学教育と職業への移行」『高等教育研究』第 4 集，玉川大学

出版部. 

※文献表記は、日本教育社会学会編『教育社会学研究』の投稿規定に準ずる。 

(11) 英数字は半角を使用すること。 

6. 原稿は、原則として、投稿者（共同執筆の場合は、代表者）が編集委員会にメールで送

信すること。添付ファイルは以下の通りである。なお、添付されたファイルに不備があ

る場合は受理しない。 

(1) 投稿申込書 

(2) 投稿論文原稿(Microsoft Word で作成したもの。ただし、図表等に関しては、この限

りではない。) 

(3) 投稿論文と方法や目的に関して発表済みの報告書や論文があれば、投稿論文との

相違点を示した書面。(2000 字程度) 

(4) 編集委員会の E メールアドレス：lab_jornal@pme.kyushu-u.ac.jp 

7. 本誌に掲載された論文等の著作権は、本研究集録に帰属する。ただし、著作者自身が、

本研究集録に掲載された論文等を利用する場合は特別な手続きを必要としない。 

8. 投稿された論文は、編集委員会において査読される。編集委員会は投稿された論文の査

読及び編集作業を行うためにおく。 
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